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第3回　  ディスプレーサ式レベル計
まつ やま ゆたか

松山技術コンサルタント事務所 所長　松  山　 裕

1．ディスプレーサ式レベル計
　 の概要

　ディスプレーサは、これをレベ

ルを測定する液体中に入れますが、

フロートと異なり液面上に浮くわ

けではありません。液体中にある

物体は、その物体が排除した液体

の質量に相当する浮力を液体から

受けます（アルキメデスの原理）。

この浮力を利用して液位を知るの

が、ディスプレーサ式レベル計な

のです。なお、ディスプレーサ

（Displacer）とは、“液体を排除する

もの”という意味です。

　ディスプレーサ式レベル計の原

理は、大きく浮力比例式とサーボ

バランス式に分けられます。

2．浮力比例式

　断面積が一定の細長い円筒をス

プリングで液中に吊すことを考え

ます。円筒全体が液面より上にあ

る場合は、スプリングは円筒の重

さで伸び、円筒の重さとスプリン

グのバネ常数によって決まる位置

に静止します。しかし、液面が上

がってきて円筒が液体に部分的に

浸ると、円筒は浮力を受けて軽く

なり、スプリングの力により浮力

分だけ上昇します。このとき円筒

が受ける浮力は、（円筒の断面積）

×（液中にある円筒の長さ）×（液体

の密度）に比例しますので、円筒の

位置より液位を知ることができま

す（図1参照）。これが浮力比例式レ

ベル計の原理です。

　この原理におけるスプリングと

しては、普通のコイルバネも使用

されますが、工業用の製品ではト

ルクチューブが主として使用され

ています。トルクチューブ式レベ

ル計の原理図を図2に示します。

　トルクチューブは細長いチュー

ブで、その先端にレバーを取り付

け、レバーの先端にディ

スプレーサを吊します。

トルクチューブはねじれ

て、このとき生ずる力に

よってディスプレーサを

支えます。液面の動きに

よってディスプレーサに

加わる浮力が変わると、

トルクチューブのねじれ

角も変化します。トルク

チューブは、液体が入っ

ているタンク（ボイラー

など）の内圧をシールし

ながら、フロートの動き

を出力軸の回転角として外部へ取

り出します。出力軸には空気式や

電子式の変換器を接続し、レベル

に比例した出力を出します。また、

調節計を接続して現場でレベル制

御を行うこともできます。

　電子式の製品の例を図3に示し

ます。ホール効果センサというの

は、回転角を非接触で電圧に変換

するセンサです。なお、浮力は液体

の密度に比例するので、このレベ

ル計を使用するときには、液体密

図1　浮力比例式レベル計の原理図

図3　トルクチューブ式レベル計
　　　　　（ニイガタ・メーソンネーラン）

図2　トルクチューブ式レベル計の原理図
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度をレベル計にあらかじめ設定し

ておきます。またディスプレーサ

は、液体中にいつも部分的に浸っ

ていることが必要です。そのため、

ディスプレーサはレベルの測定範

囲より若干長く作ります。

　このレベル計には、内筒式と外

筒式があります。内筒式では、レベ

ル計をタンクの上部（トップ）か側

面（サイド）に取り付け、ディスプ

レーサを直接タンクに入れます。

外筒式では、ディスプレーサを筒

形の容器（外筒といいます）に入れ、

この外筒をタンクの側面に取り付

けます。取り付けの例を図4（a）、

（b）に示します。

　このレベル計は、2種類の液の界

面の位置を測定する目的にも使用

できます。ただし、2種類の液の密

度差が0.1g／cm3以上あることが必

要です。

3．サーボバランス式

　浮力比例式では、ディスプレー

サの動きは液面の動きそのままで

はありません。一方サーボバラン

ス式では、ディスプレーサはモー

タの助けにより液面の動きに正確

に追従します。そのため、サーボバ

ランス式では小形で円盤状のディ

スプレーサが使用されます。

　サーボバランス式レベル計には

テープ式とワイヤ式とがあります。

テープ式は前回説明したフロー

ト・スプリングバランス式レベル

計とほぼ同じです。ただしサーボ

バランス式では、測定テープの途

中に張力検出器を取り付け、ここ

で検出したテープの張力が一定に

なるようにサーボモータでテープ

を引っ張ります。張力を一定にす

ることにより、ディスプレーサの
きっすい

吃水面を一定に保つ（すなわちディ

スプレーサに加わる浮力を一定に

する）ことができます。

　一方ワイヤ式は、ディスプレー

サを吊すのに細いワイヤを使用し

著 者 紹 介

松  山 　裕
松山技術コンサルタント事務所

所 長
（TEL／FAX：03-3971-5743

　E-mail：yumatsuyama@mx6.ttcn.ne.jp）

ます。このとき、ワイヤを巻き上げ

るワイヤドラムの回転トルク（回転

に要する力）を一定にするように

モータを制御します。この場合も

結果としてワイヤの張力を一定に

することになります。ワイヤ式の

構造例を図5に示します。

　図において、マグネットA・Bは

隔壁を介してマグネットカップリ

ングを形成しています。そのため

ワイヤドラムは、減速機構（ウォー

ムホイールとウォームギア）を介し

て、ステッピングモータによって

駆動されます。ただしウォームホ

イールと駆動軸の間にはスプリン

グが入ってい

て、駆動軸に作

用するトルクは

トルク検出器に

よって検出され

ます。検出され

たトルク量は増

幅され、マイク

ロプロセッサと

ステッピング

モータによって

一定値に制御さ

れます。　　■

図4　トルクチューブ式レベル計の取付例　（ニイガタ・メーソンネーラン）

図5　サーボバランス式レベル計の例（東京計装）
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おか ご じゅう

　　　　（株）エム・システム技研　東京支社　インサイド営業部　 岡　五 十 　　　

益子浄化センターに採用されたデータロガーシステム

　益子町は、栃木県の南東部に位

置し、“益子焼”で全国的にその名

が知られています。“益子焼”は江

戸時代末期から始まり、約150年の

歴史をもちます。益子町は、大消費

地である東京に近いことから、鉢

や水瓶、土瓶などの日用品を焼い

てきました。さらに、“益子焼”は

人間国宝になった濱田庄司氏と島

岡達三氏によって、芸術品として

の側面をもつようにもなりました。

現在、約380の窯元があり、毎年、

春と秋の2回、“陶器市”が開催さ

れ、多くの人たちが訪れます。

　この益子町の公共下水道終末処

理施設である“益子浄化センター”

に、MsysNetによるデータロガー

システムが採用されました。今月

　　［小森］ 益子町は行政区域が

89.5km2、人口が約2万6千人です。

平成2（1990）年から公共下水道の供

用を始めました。益子町は“益子

焼”などの観光資源が豊富で、多く

の人たちが観光で訪れます。とく

に、年2回開催される“陶器市”に

は、1日あたり町の人口を上回る3

万人近くの観光客が訪れます。こ

の“陶器市”のときには、臨時の仮

設トイレを用意しています。また、

天候によっても観光客の数が大き

く変わります。このような観光地

特有の事情で、浄化センターで処

理する下水量も大きく変動します。

　　［飯野］ 大きく変動する汚水をよ

り効率的に処理するためには、日

頃のデータの蓄積とその分析が重

要です。従来は、処理場で必要な

データ計測を12点の打点式記録計

で行っていました。その記録計が

故障し、メーカーに修理を依頼し

たところ、機器が古く、現場では修

理できないため、いったんメー

カーの工場へ戻さなければならな

は、この“益子浄化センター”を訪

ね、都市計画課課長小森一三様、

同課課長補佐兼下水道係長飯野幸

男様、主事加藤靖司様、盤工事と

システム構築を担当された日本ヘ

ルス工業（株）栃木南サービスセン

ター益子事業所班長大塚貴章様に

お話しを伺いました。

　　［岡］ データロガーを導入された

経緯についてお教えください。

図1　“益子浄化センター”のデータロガーシステム

図2　管理室に置かれたパソコン（左）とテレビカメラ画像をポップアップした画面（右）
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いということでした。そうすると、

修理中、処理場の運転にかかわる

計測データを得ることができなく

なってしまいます。

　新たに打点式記録計を購入する

ことも検討しましたが、同じ費用

をかけるのであれば、データを電

子化できるパソコンによるデータ

ロガーシステムを導入しようとい

うことになりました。

　　［大塚］日本ヘルス工業が“益

子浄化センター”の維持管理を受

託し、日常の運転管理を行ってい

ます。そこで、今回のデータロガー

システムの導入にあたっては、必

要な機器やソフト費用など一式を

日本ヘルス工業がいったん負担し、

受託している維持管理費用の一環

として、分割して町に請求するこ

とにしました。維持管理費用を抑

えるため、コストパフォーマンス

の良いデータロガーシステムを検

討し、すでに日本ヘルス工業で採

用した実績があったMsysNet製品

によるシステムを導入し、昨年の6

月から運用を始めました。

　　［小森］ 今回は、導入にかかわる

費用をいったん日本ヘルス工業が

負担し、“益子浄化センター”は

リース方式として維持管理費とと

もに分割して支払うため、町とし

ても設備にかかわる予算を特別に

計上することなく導入できるとい

うメリットがありました。

　　［岡］ システムの構成はどのよう

になっていますか。

　　［大塚］ 今回は運転中の打点式記

録計を入れ換えることが目的だっ

たため、運転管理に必要な最小限

の信号を“リモート入出力ユニッ

ト”（形式：SML）2台に入力し、管

理室に置いたパソコンに信号を

送って、トレンドグラフ画面、グラ

フィック画面、日報・月報画面など

を作り込みました。また、パソコン

にビデオキャプチャーボードを取

り付け、テレビカメラの画像を見

ることができるようにしました。

　　［岡］  運用されてみていかがで

すか。

　　［加藤］ 従来の打点式記録計で

は、毎年、用紙代として5、6万円

かかっていましたし、その保存も

大変でした。今回のロガーシステ

ムの導入により、トレンドデータ

や帳票データが電子化され、CD-R

に焼き込んで保存できるようにな

り、大変楽になりました。また、ロ

益子町都市計画課
主事

加藤 靖司 様

益子町都市計画課
課長補佐兼下水道係長
飯野 幸男 様

益子町都市計画課
課長

小森 一三 様

日本ヘルス工業（株）
栃木南サービスセンター
益子事業所 班長

大塚 貴章 様

本システムについての照会先：
　日本ヘルス工業株式会社
　統括営業本部 北関東設備グループ
　副グループ長　篠崎 正一 様
　係長　石山 成仁 様
　〒321-4334
　栃木県真岡市八木岡206-2
　TEL．0285-83-2201
　FAX．0285-80-0154図4　盤内に取り付けられた“リモート

　　 入出力ユニット”（形式：SML）と　
　 “直流入力変換器”（形式：KVS）

ガーシステム

を導入し、警報

が出たときに

対応できるよ

うに、日本ヘル

ス工業が特許

を保有してい

る“汚水処理設

備自動汚泥溢流防止システム”を

導入して、土日の処理場管理を無

人化できました。

　　［大塚］ 打点式記録計では、計測

値の瞬時値と1日の積算値しか記

録できませんでした。今回のロ

ガーシステムでは、1時間ごとの積

算値がトレンドグラフ画面で確認

できるようになり、よりきめ細か

な維持管理を行えます。また、パソ

コン画面の変更も自分たちででき

るため、維持管理に伴う変更を直

ちにロガーシステムに反映できま

すし、その費用もほとんどかから

ず、大変助かっています。

　　［岡］ お忙しいところ、お話を聞

かせていただき、ありがとうござ

いました。　　　　　　　　　 ■

益子浄化センターに採用されたデータロガーシステム

＊MsysNetは、エム・システム技研の登録商標です。

図3　トレンド画面（左）とグラフィック画面（右）
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本文の内容に関してご質問やご意見がありました

ら、ホットラインフリーダイヤル（0120-18-6321）、ま

たはホットラインEメール（hotline@m-system.co.jp）

にてお気軽にお申し付けください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

No.31

製 品 情 報

　●リモートI／O「R1□シリーズ」

のラインアップ増強

　リモートI／O R1□シリーズは、

一体構造でコンパクトな多点リ

モートI／Oユニットであり（図1参

照）、データロガーやPLCのI／O装

置としてご好評をいただいていま

す。R1□シリーズは、当初、Modbus

通信（R S - 2 3 2 - C ／ R S - 4 8 5 の

ModbusRTU 通信）対応のモデル

（形式：R1M）として販売を開始し

ました。これは、PCレコーダのI／

O装置としてもおなじみの製品で

す。その後、オープンネットワー

クとして我が国で普及率が高い、

CC-LinkおよびDeviceNet通信対応

のモデルを順次開発し、ライン

アップに追加してきました。また、

I／Oの種類についても、Aiの入力

チャネル間の絶縁付きモデル、パ

ルス入力モデルおよびDi／ oのコ

ネクタ接続タイプを追加して、レ

パートリを増やしました。

　以上のように、R1□シリーズの

機種ラインアップは充実し、現在

では、様々なリモートI／O装置の

ニーズにお応えできるようになり

ました。表1に、現在のR1□シリー

【野田 恒三：（株）エム・システム技研
   東京支社 インサイド営業部】

ズのラインアップを示します。表

中、開発準備中となっているモデ

ルについて、もしご興味がありま

したら、ぜひお問い合せ願いま

す。

エムシスネットクラブメンバー紹介

　●エムシスネットクラブメンバー

　飯塚電機工業 株式会社

　環境システム事業本部 設計部

　内田 芳晴 様

　〒860-0824

　熊本市十禅寺一丁目4番12号

　TEL：096-326-2345

　FAX：096-326-2424

　飯塚電機工業は熊本市内を縦断

する国道3号線沿いの十禅寺にそ

の本拠を置いています。創業は昭

和25年5月で、本年は創立53周年

となります。

　電気工事、管工事、空調ソー

ラー工事が主体の建設業であり、

また配電盤の製作（配電盤工業会

の会員）や各種の保守、点検、サー

ビスなどのエンジニアリング業務

も行っています。要約すれば、「工

事」「メーカー」「エンジニアリン

グ」の三拍子そろった企業です。

　とくに上下水道、揚排水ポンプ

場、焼却場等の各種プラント設備

工事を得意とし、システム設計か

ら担当できる小さいながらも（従業

員110名）幅広い分野をこなせる企

業になっています。

　エム・システム技研の製品であ

る、警報設定器、調節計、テレメー

タ、各種変換器、指示計、避雷器な

どを多数使用しています。なお、

データロガーの使用実績はありま

すが、MSデータロガーについては

現在検討中です。

　今後ともエム・システム製品を

使用し、経済性に優れた信頼性の

あるシステム製品を世に送り出せ

る、ソリューション企業としてが

んばりたいと思っています。　■115

（mm）

175

40

図 1　リモート I／O　R1□シリーズ

表1　R1□シリーズのラインアップ
   付加  代表形式 
   I／O概略仕様 形式 R1M R1C R1Ｄ
 直流／    入力点数：16    
 熱電対入力 直流電圧±10mV～±20V／ 各種熱電対対応 -GH2 ○ ○ ○

 測温抵抗体／ 入力点数：8    
 ポテンショメー Pt100、Pt50Ωほか各種測温抵抗体／ -J3 ○ △ △
 タ入力 0～100Ω、0～500Ω、0～1kΩ、
  0～10kΩポテンショメータ対応      
 接点入力 入力点数：32（内16点はパルス入力兼用）    
  無電圧接点もしくはパルス（100Hz以下） -A1 ○ △ △

 接点出力 出力点数：32 -D1 ○ △ △   オープンコレクタ出力    
 コネクタ接続 接点入力（-A1）、接点出力（-D1）モデル -A1C1 ○ △ △
 Di／o のFCNコネクタ接続タイプ -D1C1   
  パルス入力点数：4、接点入力：8、    
  パルス入力 接点出力：8 -P4 ○ △ △  パルス入力（10kHz）、積算機能付
  （積算値停電バックアップ）、表示器付    
 チャンネル間 入力点数：8    
 絶縁形 直流／熱電対入力のチャンネル間絶縁 -GH3 ○ △ △ 
   タイプ（チャンネル間耐電圧：AC1500V）    
対応する通信の種類  Modbus CC-Link DeviceNet

I／O
 種
 類

○：現行機種、△：開発準備中
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は じ め に

　本誌 2002 年 11 月、12 月号で

フィールドロガー（形式：TL2 シ

リーズ）の全体像をご紹介しまし

た。本号では、同シリーズ構成機種

の一つであるFAXロガー（形式：

TL2F）について、簡単な応用例を用

いてご説明します。

1．TL2Fの機能と狙い

　無人の現場設備群を中央管理室

から遠隔集中監視・管理するには、

各設備側に現場端末を設置し、中

央管理室にパソコンやプリンタな

どのコンピュータシステム一式を

装備したうえ、両者を通信回線で

接続するのが常識的ですが、FAX

ロガー（形式：TL2F）は、このよう

な常識を打ち破る“パソコンレス

（パソコン不要）”の遠隔集中監視・

管理システムです。すなわち、“現

場端末と、誰もが日常使い慣れて

いるFAX電話機や携帯電話機で同

等のシステムを構成できないか？”

という発想から生まれた、新しい

概念の商品です。

　TL2Fは、図1に示すような72mm

幅のM・UNIT標準筐体にコンパク

トに収納された現場端末で、公衆

回線モデムを内蔵しています。こ

のTL2Fを各現場に設置し、公衆回

線に接続することによって、中央

管理室側のFAX電話機に、それぞ

れの運転ログ・日報・月報などの帳

票や、異常通報を印字させること

ができます。また、異常通報は、管

理者の i モード携帯電話機に対し

て、電子メールの形でも行えます。

　FAX電話機や携帯電話機は、お

手持ちのものがそのままご使用に

なれます。たとえ新規購入する場

合でも、パソコンに比べて大幅に

少ない設備投資で済みます。

　コンピュータシステムを構築す

る場合、一般に必要になる画面や

帳票などアプリケーションソフト

の開発およびシステム調整などの

手間・リードタイム・初期投資など

が一切不要です。

　このことはまた、遠隔監視・管理

システムの立上げ時間の大幅な短

縮にもつながります。

　また、日常の設備運用管理者に

はパソコン取り扱いのための技術

は求められず、設備に関する知識

さえあればよいことになります。

　TL2Fを用いた応用例として、図

2にマンホールポンプ群集中監視

システムの概念を示します。

2．異常通報

　あらかじめ設定された異常事象

FAXロガー（形式：TL2F）

まつ い のぶ ひと

　　　　（株）エム・システム技研　開発部　 松 井　宣 人 　　　

図1　TL2Fの外観と寸法 図2　FAXロガーによるマンホールポンプ群の監視・管理

72

80

 （mm）

139

電話線

電話局

FAX電話機

基地局

携帯電話機

マンホール
ポンプ

マンホールポンプNo.1
マンホールポンプNo.2

iモード
異常通報
メール

異常通報 No.4
日報 No.1､No.2､･･･
月報 No.1､No.2､･･･

電話線

携帯電話網

ポンプ制御信号
警報信号
水位信号

FAXロガー

電話線

動力線
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を検出すると、現場端末は自動的

にFAX電話機に電話をかけ、図3

に示したような異常通報文を送

信・印字させます。中央管理室に在

席する設備管理者は、電話の呼び

出し音と印字内容から異常が発生

したマンホールの場所や異常内容

を把握できます。また、管理者不在

の場合でも、異常内容は紙上に残

ります。さらに、あらかじめ登録し

た複数のiモード携帯電話機に電子

メールを送らせることもできます。

設備巡回中の設備管理者の携帯電

話にメール受信メロディーが流れ、

メールを開くと図4に示したよう

な通報メールが画面表示されます。

3．FAX帳票出力

　図2に示すマンホールポンプの

管理システムにおいて、図5に示す

マンホール水位（PV1）と排水流量

（PV2）の2点をアナログ信号で、ま

た排水ポンプ 1 の運転／休止状態

（LV1）と排水ポンプ2の運転／休止

状態（LV2）の2点をデジタル信号で

FAXロガー TL2Fに入力します。日

報・月報の管理項目は、1時間ごと

／1日ごと／1月ごとの、最大水位／

排水量／ポンプ起動回数／ポンプ運

転時間／ポンプ消費電力量とします

（この計装例および管理項目は、説

明用であり必ずしも実用例にのっ

とったものではありません）。

　TL2FがFAX機に出力した日報の

例を図6に示します。

　出力する帳票としては、このほ

かに月報や、管理者がFAX機の電

話ハンドセットからTL2に電話を

かけてダイヤルキーで指定するこ

とによって得られる運転ログ（現時

点までの異常発生／正常復帰、機器

の起動／停止の履歴一覧）、前日、

前々日、前々々日の日報、前月の月

報などがあります。

4．機能設定
（ビルダーソフトウェア）

　TL2F の初期導入時に、遠隔監

視・管理システム構築者は、対象設

備に固有の監視・管理機能をTL2F

に設定します。この設定はTL2Fビ

ルダーソフトで行います。TL2Fビ

ルダーはCD-ROMで提供されま

す。これをパソコンにインストー

ルして動作させ、表計算ソフトの

エクセルに似た表の空欄に必要事

項を記入／設定して設定ファイルを

作ります。次いで、この設定ファイ

ルをTL2Fにダウンロードします。

ダウンロードはパソコンとTL2Fを

RS-232-Cケーブルで直結して行う

だけでなく、公衆回線経由モデム

を介して行うこともできます。

　図7に、図6に示す日報を得るた

めのビルダー設定画面を示します。

両者を比較して見ると、ビルダー

画面は実際の帳票の様式どおりに

作られているため、設定作業が帳

票の実イメージの上で進められる

ことがわかります。

　日報ビルダーの設定要領を以下

に説明します。図6と対比しながら

お読みください。

　検印欄：4つの欄に任意の見出し

を設定することができます。

　帳票タイトル欄：この帳票の名前

を任意に設定することができます。

　配置：帳票はA4判縦配置で、幅

方向を9列に分割して使います。最

左列は各行の見出し欄です。残る8

列にデータを割り付けます。各列

には見出しを設定できます。隣接

する列を結合して、グループ見出

図3　通報印字例

図4　携帯電話の通報画面

水位計

PV1

流量計 PV2

排水ポンプ1

LV1

排水ポンプ2

LV2

マンホール

図5　TL2Fのマンホールポンプへの応用例
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FAXロガー（形式：TL2F）

図6　FAX機で出力された日報

図7　日報ビルダー設定画面

しを設定することもできます。

　列データ設定：割付けるPV／LV

のチャンネル番号を設定します。

さらにそのチャンネルのデータ項

目として、PVの場合は「正時値」、

「平均値」、「最大値」、「最小値」、「積

算値」から、LVの場合は「パルス

列実量積算値」、「パルス幅実量積

算値」、「パルス幅時間積算値」から

選択します。

　1日合計欄：各列ごとに、「日合

計値」、「日平均値」、「日最大値」、

「日最小値」から必要な項目を指定

します。複数指定できます。

　月報もまったく同様の設定手順

で設定します。

5．信 頼 性

　TL2Fのハードウェアは、32ビッ

トマイクロコンピュータ、シンク

ロナスDRAM、フラッシュメモリ

など最先端の半導体チップから構

成されています。しかも、省電力設

計を徹底し、内部発熱を低く抑え、

信頼性を高めています。

　また、帳票用の蓄積データは携

帯電話で多用されているフラッ

シュメモリに書き込まれるため、

停電対策は万全です。さらに、耐ノ

イズ性設計については、十分な吟

味を行い、各種試験で確認してい

ます。

お わ り に

　説明を簡潔にするため、簡単な

例で説明しましたが、TL2Fではア

ナログ入力32点、デジタル入力32

点までを扱うことができます。ま

た、FAX帳票は8ページまで作成で

きるため、中小規模の設備管理用

としては十分な容量が確保されて

いるといえます。さらに、将来の商

品として、文字列入力の音声合成

回路を装備し、固定電話機や携帯

電話機に音声で通報したり、随時

の現場端末呼び出し時に操作の音

声ガイダンスを与えることなどを

検討しています。 　　　　　　　■
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あや おり こう すけ

　　　　（株）エム・システム技研　開発部　 綾 織　航 介 　　　

つなげば動く・すぐ使える イージーテレメータ
D5シリーズ

は じ め に

　エム・システム技研では、お客様

の多種多様なご要望にお応えする

ため、次ぎに列挙する様々な種類

のテレメータ用機器を発売してき

ました。

　● DASTシリーズ

　● DATA・M シリーズ（形式：

DLA、DLS）

　● DHシリーズ

　● MsysNet シリーズ（形式：

SMDM、SML）

　●ジャストフィットシリーズ（形

式：22LA1、22S1）

　●小形シリーズ（形式：TMS）

　またこれらの機器を専用回線に

接続するモデムについても、50bps

から始まり2400bpsへと、さらに通

話が可能なモデムなどへと機種を

増やしています。

　しかし、大多数のお客様にご満

足いただくには、なお十分といえ

る状態ではありませんでした。と

くに、多種類の入出力を取り扱う

テレメータ装置を実現するには、

必要以上に規模が大きくなり、無

駄が多くなることがありました。

　そのような問題を解決するため、

このたび、「D5シリーズ」として組

合せ自由形のテレメータ用機器を

開発したので、ここにご紹介させ

ていただきます。このD5シリーズ

は、アナログ入出力では2点単位、

接点入出力では4点および16点単

位でユニット化していて、自由な

組合せによって必要な入出力点数

を実現することが可能です。また、

調整作業を必要としないため、入

出力の追加・変更が容易です。

D5シリーズの特長

　（1）省スペース

　入出力信号の配線については、

DINコネクタを用いることにより

前面から行うことが可能であり、

入出力ユニット 4 枚（D106 . 5 ×

W157×H101.6mm）、8枚（D106.5×

W231×H101.6mm）、16枚（D106.5

×W379×H101.6mm）の密着取付

けを実現しています。

　また、入出力がネジ端子台の

「D5T シリーズ」も準備していま

す。この場合には、取付け高さが

H157mmになります。

　（2）自由な組み合わせ　

　D5シリーズの入出力対応は、実

装したスロット番号（実装位置）に

よって決まります。たとえば、入力

第1スロットに実装された入力ユ

ニットは相手局の出力第1スロッ

トに実装されている出力ユニット

に信号を送り、出力します（図2）。

ユニットについては、入力、出力を

図1　D5シリーズ
図2
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つなげば動く・すぐ使える イージーテレメータ
D5シリーズ

自由に組み合わせることが可能で

す。相手局の同じスロット番号の

ユニットとの関係を注意するだけ

で、あとは自由に配置できます。

　（3）豊富な入出力

　D5シリーズとしては、チャンネ

ル間を絶縁した直流電圧、直流電

流の入出力カード、接点入出力

カード、積算パルス入出力カード

を準備しています（表1参照）。

　（4）入出力絶縁

　アナログ入出力カードでは、各

チャンネル間をすべて絶縁してい

ます。したがって、センサなどを直

接接続することが可能です。

　（5）レンジ変更が可能

　直流電圧入力カード（形式：D5-

SV）では、ケース側面のディップ

スイッチの切り替えによって、信

号レンジを下記の種類から選択、

切り替えできます。

　直流電圧出力カード（形式：D5-

YV）、直流電流入力カード（形式：

D5-SS）でも、同様の方法で信号レ

ンジの切り替えが可能です。

　（6）上位通信機能

　テレメータ通信カード（上位通信

機能付き）と上位通信カードを用い

れば、入力データをPLCやパソコ

ンなどに容易に送信できます。

　その結果、PLCなどによる信号

監視が容易に行えます。

　（7）入出力の追加

　ベースに空きスロットがあれば、

入出力カードを実装するだけで信号

数の追加ができます。カード追加に

際して、設定作業を必要としませ

ん。増設などが予測される場合、ス

ロット数の多いベースを準備してお

くだけで十分対応できます。すな

わち、必要なときに入出力カード

を追加するだけで動作します。

お わ り に

　D5シリーズは、無駄のない、小

規模から中規模のテレメータシス

テムの実現を目指しています。必

要な入出力を必要な点数だけ自由

に組み合わすことが可能であり、

点数の追加・変更が容易なテレ

メータシステムを目指しています。

　しかし、入出力の種類や専用回

線に接続するテレメータ通信カー

ドの種類は、現在のところまだ十

分ではありません。D5シリーズは

テレメータ用機器として第1歩を

踏み出したばかりです。今後、その

充実を図り、PLCなどとの間での

通信機能の強化を実現したいと考

えています。ご希望、ご意見などお

寄せいただければ幸いです。　 ■

表1　D5シリーズのラインアップ

＊MsysNetは、エム・システム技研の登録商標です。

　● DC－10～＋10V
　● DC－5～＋5V
　● DC  0～ 10V
　● DC  0～ 5V
　● DC  1～ 5V
　● DC － 1～＋1V
　● DC  0～ 1V

　　　　製品名称 形　式 仕　様
ベース D5-BS04 入出力 4スロット（上位通信スロットあり）
ベース D5-BS05 入出力 5スロット（上位通信スロットなし）
ベース D5-BS08 入出力 8スロット（上位通信スロットあり）
ベース D5-BS09 入出力 9スロット（上位通信スロットなし）
ベース D5-BS16 入出力 16スロット（上位通信スロットあり）
増設電源カード用ベース D5-EX1　
電源カード D5-PSR  DC24V
電源カード D5-PSK  AC100V
電源カード D5-PSL  AC200V
1200bps通信カード D5-LT1  専用回線1200bps
1200bps通信カード D5-LT2   専用回線1200bps（上位通信機能付き）
通信カード D5-NM1 Modbus
通信カード D5-ND2  DeviceNet
通信カード D5-NC2  CC-Link
通信カード D5-NE1 Modbus／TCP（イーサネット）
通信カード D5-NP2  Profibus-DP
直流電圧入力カード D5-SV1S 直流電圧 1点入力
直流電圧入力カード D5-SV2S 直流電圧 2点入力
直流電流入力カード D5-SS1S 直流電流 1点入力
直流電流入力カード D5-SS2S 直流電流 2点入力
ディストリビュータ入力カード D5-DS1S ディストリビュータ 1点入力
ディストリビュータ入力カード D5-DS2S ディストリビュータ 2点入力
直流電流出力カード D5-YS1S 4～20mA 1点出力
直流電流出力カード D5-YS2S 4～20mA 2点出力
直流電圧出力カード D5-YV1S 直流電圧 1点出力
直流電圧出力カード D5-YV2S 直流電圧 2点出力
接点入力カード D5-DA4S フォトカプラ絶縁4点入力
接点入力カード D5-DA16S 16点入力
接点出力カード D5-DC4S リレー 4点出力
接点出力カード D5-DC16S オープンコレクタ 16点出力
パルス入力カード D5-PA2S パルス 2点入力
パルス出力カード D5-PC2S パルス 2点出力
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経験があり 

ホットラインフリーダイヤル�
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野村　昌志

　現場にある各種プロセ

スのアナログ信号や接点

信号を、テレメータを使

用して中央監視室に伝送

することを検討しています。なお、この現場には

ガス流量用の積算カウンタがあり、この計器から

6桁のBCD信号が出力されています。この信号も

含めて対応できるテレメータ装置はありますか。

　ムダがなく、システム構

築が容易なテレメータ装

置「ジャストフィットテレ

メータ」をご提案します。

この装置は、専用回線の種類に合わせてモデムと

避雷器を選定し、SIN-NET用モデムインタフェー

ス（形式：22LS1）と小形多重伝送ユニット（形式

22LA1）とを組み合わせることによるコンパクトな

テレメータ装置であり、22LA1の機種としては、４

点または8点のアナログ、デジタル、パルス入出力

のほかに、BCD入出力用のユニットもあります。

設定は簡単で、親局と子局のアドレススイッチを

合わせるだけです。また拡張性に関しては、リン

クアダプタ（形式：DAL3）を組み合わせることによ

り、最大256台までの増設が可能です。　　【高久】

　工場内の熱処理炉の温

度データ10点をパソコン

に収集し、その温度が異

常値になったとき、工場

管理者の携帯電話に異常通報したいのですが、こ

の用途に適した製品はありますか。

　パソコンを使った記録

計である「PC レコーダ」

（形式：R1M）と小形信号

監視ロボットてれまる（形

式：TLO）との組み合わせをご提案します。センサ

からの信号を、熱電対入力または直流電圧入力16点

に対応するR1M-GH2に取り込み、付属するPCレ

コーダソフト（MSR128）を使ってデータロギングし

ます。また、MSR128のアラーム機能を使用し、異

常値になったとき、接点出力ユニットR1M-D1（最大

出力点数32点）から警報信号を出力することが可能

です。TLOは、この警報接点信号を8点まで入力可

能で、あらかじめ設定してある通報先に対して

NTT一般公衆回線を経由し、音声またはショート

メールにて通報することができます。　 【柴田】

図1 図2

＊てれまるはエム・システム研の登録商標です。

パソコン
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RS-232-C

RS-232-C

中央監視室

現場側
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  お応えできます。クレームについても対応します。�

  悩みをかかえた�
  ませんか？�

そんなときはエム・システム技研の お客様窓口�

「ホットラインテレフォンサービス（フリーダイヤル）」を�

ご利用ください。お客様の大切なお時間を節約します。   

インターネットホームページ　http：//www.m-system.co.jp/
ホットライン�Eメールアドレス　hotline@m-system.co.jp
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雑賀　正人

　工場内の数箇所から、製

造工程のデータを収集して

パソコンで監視したいと考

えています。MsysNet

データロガー、MSデータロガーにて可能なこと

はわかっていますが、通信ケーブルの工事をでき

るだけ省略したいので、できれば無線で行いたい

と思っています。何か良い方法はありませんか。

　MsysNet専用無線デー

タ通信モデム（形式：

RMD2）注）をご採用くださ

い。周波数は400MHz帯を

使用しているため、多少の障害物（壁など）が存在

している場合でも安定した長距離通信が可能で

す。無線の場合、通信品質が工場内のノイズ環境

によって左右されますから、事前に通信テスト

（有償）を行うことをおすすめします。なお、入出

力点数にもよりますが、1：ｎ通信も可能で、た

とえば、アナログ入力4点、接点入力8点を各子

局から収集する場合は、最大5箇所からデータを

収集できます。例としてMsysNetデータロガー

の構成を示せば、図3のとおりです。 　　【野田】

　半導体製造装置への電

源安定供給の目的で、電

流値の測定と監視を検討

しています。これに伴い、

既設分電盤の改造工事が必要ですが、新たにCTト

ランスを設置するスペースがありません。このよ

うな用途に適した交流電流測定器はありませんか。

　広帯域電流変換器（形

式：CTS）の使用をおすす

めします。CTSには、安定

性の高い広帯域クランプ

式電流センサ（ロゴスキー方式）が付属しており、

このセンサで計測した信号を、コンピュータ入力

に適した低リップル統一直流信号に変換します。

入力レンジについては、AC0～ 300AとAC0～

3000Aの2種類を用意しています。なお、変換器

前面のレンジ切換えスイッチにより、いずれも4

段階のレンジ選

択が可能です。こ

のCTS を使用す

ることにより、セ

ンサ（CT トラン

ス）用スペースを

考えることなく、

交流大電流を測

定することがで

きます。　【井上】

＊MsysNetはエム・システム技研の登録商標です。

注）RMD2の詳細機能については、本誌2002年8月号の記事をご参照ください。

　リモート
　入出力ユニット
（形式：SML） 
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中央監視室
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4～20mA
1～5Vなど

・電源の切断

・トランスの設置

・活線状態のまま

・ケーブルの切断

従来はケーブルの切断が必要でした

CTSならこんなに簡単！

ワンタッチ
装着！

CT変換器

広帯域電流変換器　
（形式：CTS）
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計�装�豆�
知�識�
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知�
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識�

の
　
豆� ダイヤルアップルータとブロードバンドルータ

ダイヤルアップ接続と
ダイヤルアップルータ（dial-up router）

　電話回線を通じてパソコンなどのコンピュータ

をネットワークに接続することをダイヤルアップ

（dial-up）接続といいます。ダイヤルアップ接続は、

インターネット（internet）への接続方法としても広

く利用されています。なお、これらは電話回線を

利用した通信であるため、接続している間はもち

ろん通話料金が課金されます。ダイヤルアップ接

続するためには、アナログ回線ではモデム

（modem）注1）が、ISDN（デジタル）回線ではDSU

（Digital Service Unit）注2）やTA（Terminal Adapter）注3）

などの機器が必要になります。通信速度はアナロ

グ回線では最大56Kbps、ISDN（デジタル）回線では

最大128Kbpsとなります。これらの機器から電話

回線に接続する際は、あらかじめダイヤルアップ

ネットワークウィザードを使用してパソコンに接

続先（電話番号）を登録しておき、接続の際には、

（マウスなどによって操作し）このウィザードを起

動することによってダイヤルが開始

されます。

　ところで最近は、上記の操作を自

動化する便利な機器が出現しており、

これらは一般にダイヤルアップルー

タ（図1参照）と呼ばれ、次のような

大変便利な機能をもっています。

　①外部ネットワークとの接続が必要なときにだ

け、自動的に電話回線への接続を行います。

　たとえばインターネットを使用する際、ブラウ

ザの起動により自動的にプロバイダへダイヤルし

ます。

　②無通信時間の監視による自動遮断を行います。

　無通信状態があらかじめ設定した時間を超えた

場合、自動的に回線を切断し、モデムやTA使用時

のような切断忘れによる無駄な課金を回避します。 【小林 若博：（株）エム・システム技研　電算室長】

　③着信機能も備えているため、外部からの接続

要求にも対応できます。

　④HUB注4）機能をもっており、複数のパソコンに

LAN接続できます。

　⑤ 最近ではDSUが内蔵されたものが一般的で

す。一般的な通信における機器構成を図2に示しま

す。

ブロードバンドルータ（broad-band router）

　最近では、一般電話回線や ISDNに加え、イン

ターネット専用にADSLやCATVなどのブロード

バンドと呼ばれる高速通信サービスが普及してき

ています（なお、通信速度がダイヤルアップ接続よ

り高速である回線を総称してブロードバンドと呼

んでいます）。

　このサービスでは、月間の利用料は固定料金制

が主流となっています。一般に、ブロードバンド

回線の通信接続にはブロードバンドルータと呼ば

れる機器が使用されます。ブロードバンドルータ

では、ダイヤルアップルータにおける相手先の電

話番号の代わりに、IPアドレス注5）（もしくは認証

ID）が使用されます。　　　　　　　　　　　　■

注1）モデム：アナログ電話回線を通じてコンピュータ同士を接
続する装置で、コンピュータのデジタル信号を電話の音声
であるアナログ信号に変換（または逆変換）します。

注2）DSU：ISDN網に接続するための終端装置で、局からの配
線をこのDSUを経由しTAなどの通信用装置に接続しま
す。

注3）TA：ISDNを利用するための通信装置で、パソコンに接続
するためのシリアルポート（RS-232-C）や電話機などと接続
するためのアナログポートを備えています。

注4）HUB：本誌2002年6月号の「計装豆知識」をご参照ください。
注5）IPアドレス：本誌2002年11月号の「計装豆知識」をご参

照ください。

ダイヤル
アップルータ

パソコン パソコン

ダイヤル
アップルータ

電話回線
ISDN ISDN

図1
ダイヤルアップ
ルータの製品例

図2
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